
石
灰
散
布
し
て
い
ま
す
か
？

～
草
地
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

補
給
し
よ
う
～

飼
料
高
騰
の
中
、
自
給
飼
料
の
高

品
質
化
が
増
々
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
植
生
維
持
や
自
給
飼
料
か

ら
効
率
よ
く
供
給
す
る
た
め
に
、
基

本
技
術
の
石
灰
施
肥
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
（
写
真
一
）

一
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
必
要
性

草
地
管
理
に
お
い
て
、
カ
ル
シ
ウ

ム
が
不
足
す
る
と
ｐ
Ｈ
の
低
下
な
ど

で
、
適
正
な
植
生
維
持
が
困
難
に
な

り
、
施
肥
効
率
も
低
下
し
ま
す
。

写
真
二
は
、
根
釧
農
試
で
カ
ル
シ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
施
肥
効
果

写真１ 散布風景

を
長
期
的
に
確
認
し
て
い
る
圃
場
で

す
。
毎
年
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
を
散
布
し
て
い
る
右
上
の
区
は
、

植
生
が
良
好
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
散
布
量
に
つ
い
て

草
地
土
壌
に
対
す
る
適
正
な
ｐ
Ｈ

は
五
．
五
～
六
．
五
と
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
メ
科
牧
草
の
生
育
促
進
、
維

持
に
は
、
ｐ
Ｈ
が
五
．
五
以
下
に
な

ら
な
い
前
に
矯
正
し
ま
す
。
定
期
的

に
土
壌
分
析
を
行
い
ｐ
Ｈ
、
石
灰
量

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
良
質
な
牧
草

を
収
穫
し
て
い
る
方
で
、
草
地
更
新

後
三
年
目
か
ら
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た

り
二
○
キ
ロ
程
度
毎
年
秋
散
布
し
て

い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

写真２ ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑの連用効果試験

根
釧
農
試
の
デ
ー
タ
で
は
、
三
年

毎
に
三
十
キ
ロ
の
施
用
で
収
量
を
十

分
維
持
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
一
）
ま
ず
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当

た
り
二
○
～
三
○
キ
ロ
程
度
散
布
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
、
散
布
す
る
資
材
に
つ
い
て

石
灰
資
材
は
、
土
壌
改
良
剤
の
中

で
唯
一
百
パ
ー
セ
ン
ト
国
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

表
二
に
石
灰
資
材
の
特
徴
を
示
し

ま
し
た
。
様
々
な
製
品
が
あ
り
ま
す

が
、
特
徴
や
価
格
な
ど
を
検
討
し
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

表１ 牧草への石灰施用効果（根釧農試S62）

四
、
散
布
時
期
に
つ
い
て

通
常
は
、
秋
施
用
が
一
般
的
で
す

が
、
作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
夏
に
散

布
す
る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

五
、
ま
と
め

近
年
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
作

付
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
マ
メ
科

は
高
め
の
ｐ
Ｈ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
好

む
の
で
特
に
積
極
的
に
散
布
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に

石
灰
資
材
散
布
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
（
平
成
二
十
五
年
七
月
）

ご
相
談
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

（
平
成
二
十
五
年
七
月
作
成
） 表２ 石灰資材
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